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日頃のご愛顧に心より御礼申し上げます。 

 

お知らせ 

 

☆ お陰様で弊社は創業１００周年を迎えることができました。皆様への感謝

を込め、6 月の大感謝祭を皮切りにいろいろ計画しておりますので、どう

かよろしくお願い致します。 

 

☆ 草刈りでお忙しい季節ですが、くれぐれも安全にお気をつけて作業されま

すようお願い致します。小石や枝などのハネ飛びから目を守るゴーグル

(防護メガネ)の着用もどうかお忘れなく。 

 

☆ ６、７月は草・芝刈機と防除機関係の展示キャンペーンを実施中です。 

各種展示して特価でご提供していますので、ぜひご来店ください。 
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新潟県認定農業機械整備工場(大) ・ヤンマー農業機械整備士工場・ホンダ ベスト販売店

株式会社 マルトミ



富取東朔と３人の息子たち 

大正１２年に移転した東本町５丁目の店舗 

マルトミ 100 年の歩み 

１ 創業のころ 

大正 3 年、新潟県の技師として農業の改良、指導

に力を注ぎ、「米作法」などの著作もある創業者 富

取東朔 は東頸城郡安塚の農事試験場を退官後、その

三人の子供たち、東吉、東三、東吾とともに新道村 

稲田 立町に丸富商会を創業。肥料や種苗を中心に水

車などの販売を始める。

当時使用していたと思

われる「柳行李」が「米

作法」の本とともに今残 

っている。 

 

2 大正から昭和初期 

そのころから急激に普及しだした農業機械の先駆けとして、縄ない機、脱穀機（いずれも足

踏み）の改良を目指し製造も手がける。石油発動機や輸入品のインターエンジンの販売を開始。 

大正 12 年に高田（現上越市.）東本町 5 丁目に移転。調整機の製造も始める。 

大正 13 年、次男 東三が新潟市に支店を開設、また昭和 10 年には 三男 東吾が三条市で

店舗（現㈱丸富）を開設。順調に業績を伸ばす。 

昭和初期の販売商品としては、カドタ石油発動機、瑞光籾

摺り機、カンリュウ精米機、ナンモト縄ない機など。・・・

このころには機械製造をやめ、販売一本となった。 

昭和 15 年には農機具の配給統制規則施工により、販売活

動も規制されたためサービス活動に専念する。そんな中、現

在まで続くヤンマーディーゼルとの取引が開始された。 

３ 昭和 20 年から 40 年 

太平洋戦争が終結。東吉の長男 東栄が徴用地より帰宅し.家業を継続。 

昭和 25 年にはさらなる発展をめざし株式会社に改組、㈱高田丸富商会として新たな出発なる。

取扱商品の充実と整備事業の拡大に腐心する。防除機メーカの ㈱共立 と取引開始、折から進

められていた稲作の共同防除の機運に乗じ販売台数を伸ばす。また消防ポンプ（シバウラ）の

取り扱いを開始。市町村の消防分団を中心に納入実績を重ねる。その後、㈱モリタとの取引も

始まり 消防ポンプ自動車 の納入実績も漸増し現在に至る。 



昭和 32 年には 本田技研工業㈱と取引を開始。同社の小型テイラーと少し前に取引を開始し

た 協和農機の クィーンーテイラーを中山間地の.超湿田地区

に販売、爆発的に売れる。 

昭和 38 年、創業 50 周年を機に R18 号線（現上越大通り）沿

いに新社屋が完成。糸魚川に営業所も開設。新たなスタートを

切る。 

昭和 40 年、富取東栄が社長に就任。 

 

４ 昭和 41 年から 63 年 

昭和 50 年、ヤンマー農機に当社が協力して開発した超湿田用バインダ YB101TS が発売と

なる。県内中山間地はもとより全国的にヒットする。 

昭和 55 年、ホンダの小型耕運機 F200 発売。「こまめ」の愛称で、一

般農家だけでなく、家庭菜園を対象に売り上げを伸ばす。

家庭用小型耕運機の代名詞となる。 

昭和 56 年、ホンダ小型除雪機 HS50 が発売になり家庭用小型除雪機の

ブームが起きる。以後、除雪機は当社の主力商品の一つとなる。 

 

５ 平成１年以降 

平成 1 年、一般家庭向けの販路を開拓するべく、生活

関連商品の取り扱いを開始する。 

平成 7 年、株式会社マルトミに社名変更。 富取満が

社長に就任、現在に至る。 

平成 9 年、上越市西田中 企業団地内に新社屋が落成、 

移転して現在に至る。 

 

ごあいさつ 

 

お陰様でマルトミは創業１００周年を迎えました。振り返ってみれば、創業のころはまだ動力付き

の農業機械のない時代でした。 現在の状況を思うと信じられないようですが、これだけ永きにわた

って会社を続けて来れたのはひとえに、御客様、取引メーカー様、当社の現・旧社員の方々、多く

の皆様から頂いた御支援のお陰です。本当に有難うございました。 

心より感謝申し上げますとともに、これからもどうか変わらぬ御支援お引立てを賜りますようお願い

申し上げます。                                         

代表取締役  富取 満 

 



マイヅルテンナンショウ 

上越の面白い生き物 ９３． 
 

マイヅルテンナンショウ グッドデザイン賞ものの花たち 

  

 

マイヅルテンナンショウ 変な名前….と思われた方が大半でしょう。漢字で書くと「舞鶴天

南星」。舞鶴は産地の地名ではなく、その草姿が「羽を広げ、首を伸ばした鶴」のように見える

ところからつけられた名前で、天南星はこの仲間の中国名。漢方薬の原料として古くから知ら

れています。日本では九州、四国、本州の所々で産地が報告されていますが、新潟県では元上

教大教授の長谷川先生が上越市内で発見されたのが唯一の記録という貴重な植物です。どのよ

うな図鑑、文献を見ても日本海側の分布は載っていないということからも、これが大変な記録

であることがわかります。10 年近く前になりますが、産地に案内していただいた時のこと、小

さな川の氾濫原の雑木林の中に高さ 80ｃｍほどでしょうか。ひっそりと若竹色の「鶴」がそこ

にたたずんでおりました。その感激と興奮、人生でそう何度もあるものではありませんでした。 

 不思議な形の花をつけるこの植物。私達になじみ深い里芋や蒟

蒻に近い仲間で、「マムシグサ」というグループに属しています。

主にヒマラヤから中国、朝鮮半島を経て日本まで広く見られ、東

の端にあたる我が国で大きな進化を遂げ、50 種以上が記録されて

います。今回取り上げた種を含めてこの仲間の大きな特徴はなん

といってもその独特な花の形でしょう。 

 サトイモ科というグループの花には「花びら」や「がく」といった普通の花につきものの器

官はなく花芯を取り巻くおしべとめしべだけ、あとはミズバショウの花にみられるような「苞」

（仏炎苞）によって包まれているという形です。花屋さんで売られている「カラー」の開いて

いる部分の先が伸びて花の中心に覆いかぶさっている姿といったらわかりやすいでしょうか。

その形がさまざまで、加えて中心から突き出ている蛇の舌のように見える部分（付属体）の変

化が相まって摩訶不思議な形を作り出します。まさに千変万化、精巧な工芸品のようではあり

ませんか。スッキリとした緑色系の花が多いのも魅力です。 

 マイヅルテンナンショウは珍種ですが、仲間のウラシマソウやマムシグサなら、そこかしこ

の雑木林や土手などでごく普通に見かけます。ウラシマソウはその長い付属体を浦島太郎の釣

糸にたとえたもの。マムシソウは花の形と葉鞘のまだら模様を蛇に

見立てたものですが、葉と花序のバランスが絶妙な形をしています。

この仲間の花が「蛇」を連想させるのはどこでも一緒らしく、中国

の本草書「本草綱目」に「その花の形は蛇頭に似る」とあり、江戸

時代の園芸書に「蛇頭草」が出ていますが、これはマムシグサを指

すと思われます。英語でも 「コブラ リリイ」など すべて蛇の

イメージ、良い印象ではなさそうです。 

 でも、でも実は筆者、個人的にこの仲間が大好きなのです。現在 

外国産含め何種類か栽培しています。だれか一緒に「マムシソウ愛

好会」を作りませんか？…….だれもいませんか、ヤッパリ。 （ハ）    


